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P．armandii　var．　amamiana
　磯庭園，九州　　　E2　E3　E3　E2　0　　1　11．8　21．2　×　×　○　○　○　　○　○　○　○　○
P．koraiensis
　有峰本州 塾13　　　H3　　　M3　　　H3　　　H2　　　　　1　　　　1　　1．2　　1．5　　1．2　　　×　　　×　　　×　　　（）　　○　　　　×　　　〉〈　　×　　　○　　（）
＊：E2はにしこ　2，M3はとのに日3ることポ。団3は下皮に接した樹脂道が2個と、向軸側葉肉中に1個樹脂道があることを示す。
＊＊：○は存在、×は観察されなかったことを示す。
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る時は針葉中央部で比較しなければならないと考えられる。
　ハッコウダゴヨウの樹脂道は1～2個背軸側の下皮に接して見られ，位置指数0．25より先端
側に連続して分布していた。首部と基部に分布しない点はゴヨウマツと類似していた。下皮の
細胞層の数の場所による変化は同様であった。しかし，数の面で天狗型ではハイマツと同様に
多く観察されたが，追分型はゴヨウマツと同様に少ない傾向が認められた。天狗型の移入組織
中の厚膜細胞の分布はハイマツと同じであったが，追分型はゴヨウマツと同じであった。石井
（1941）は，ハッコウダゴヨウを下皮の細胞層が1層で，移入組織の厚膜細胞が発達しないもの
として特徴付けていることと異なる可能性が示唆された。
　ゴヨウマツの樹脂道は1～2個下皮に接して分布し，位置指数0．08前後から上部まで連続し
ていた。首部の少し上で下皮の細胞層に埋もれるように消滅していた。下皮の細胞層は上部か
ら中部では1層で，下部から首部にかけて増加し，基部で減少する傾向は他の4分類群と類似
していた。移入組織の厚膜細胞は背軸側，向軸側共に上部から基部まで連続して観察された。
　ヤクタネゴヨウの樹脂道は2～3個下皮に接して分布し，背軸側の樹脂道は首部から上部ま
で連続していた。向軸側の樹脂道は背軸側より早く首部と上部で下皮に埋もれるように消滅す
る傾向が認められた。下皮の細胞層の数の変化はゴヨウマツと類似していた。移入組織の背軸
側に出現した厚膜細胞は，基部から上部まで連続して認められた。しかし，向軸側の厚膜細胞
は，下部から基部にかけて観察された。
　チョウセンゴヨウの樹脂道は葉肉中に3個分布していた。その樹脂道は先端に近い位置指数
0．98前後より基部まで連続し，さらに図2－4に示したように5本の針葉が短枝から分かれた
直後まで連続していることが確認された。しかし，この樹脂道が短枝の樹脂道とつながってい
るかどうかは確認できなかった。この基部から短枝にかけて観察された構造はチョウセンゴヨ
ウ以外には確認されなかった。下皮の細胞層の数の分布はゴヨウマツやチョウセンゴヨウと類
似していた。移入組織の厚膜細胞は背軸側，向軸側共に首部と基部にのみ観察された。
　これまで，葉肉中の樹脂道はハイマツとチョウセンゴヨウで観察されたが，ハイマツではそ
の末端が首部の下皮に接する形で消滅するのに対して，チョウセンゴヨウは基部と短枝の中間
以降まで連続している点で，同じ扱いができないことが示唆された。
　下皮の細胞層の数は針葉の位置により変化するが，先端から中部と下部の間（位置指数0．2前
後）まではほぼ一定で，下部から首部にかけて多くなり，基部で1～2層に減少する傾向は，
調査した全ての種に見られる傾向であった。
　首部と基部における移入組織の背軸側及び向軸側には，全ての種で厚膜細胞が観察された。
また，針葉上部の移入組織背軸側の厚膜細胞も全ての種に観察された。これらのことから，石
井（1940）らがハイマツとゴヨウマツの区別点としている移入組織中の厚膜細胞の有無の判断
は，針葉中央では可能だが，針葉の先端と基部周辺では不可能であることが明らかになった。
　針葉の断面の比較を行う場合には，移入組織の厚膜細胞の例のように観察位置に注意して行
わないと定性的な違いが生じることが明らかになった。
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図2．針葉横断面。A：カムチャツカ半島ESSOのハイマツの上部，移入組織背軸側に発達した厚膜組織。　B：
絵紙山のゴヨウマツの中部，移入組織の背軸側及び向軸側の厚膜組織。C：東黒森のゴヨウマツの首部，2層の
下皮細胞層。D：ミクリガ池のハイマツの首部，2～3層の下皮細胞層と移入組織中の厚膜細胞。
s二厚膜細胞，h＝下皮，横棒の長さ＝0．1mm。
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図3．チョウセンゴヨウの針葉断面。A　上部断面。　B：中部断面。　C．首部断面。　D’短枝移行部断面。
s＝厚膜細胞，h＝下皮，　r＝樹脂道，横棒の長さニ0．1mm
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